
特
集
冒
文
化
財
の
保
護

日
本
伝
統
文
化
の
特
性
：
…
…
。
．．． O•••

………………………••••…

•o 

.

.

.

.

 

：
林
屋
辰
三
郎

〔
座
談
会
〕

生
活
の
中
に
生
き
る
伝
統
文
化
・
・
・
・

o
o

.

.

.

.

.
 

：
・
:
・
:
・
:
・
…
…
…
…
…
 ..••.•.. 

…
…
…
 .•••. 

e
●

9

0

 
.

.

 

（
出
席
者
）
戸
塚
文
子
・
山
中
昌
裕
・
栗
原
一
登

田

原

久

・

八

司

会

＞

惹

谷

利

雄

漆

椀

を

め

ぐ

っ

て

：
．．．．．．．．． 
。：
．．．．．．．．． ’•……………•, 

．．．．．． 
o
o
 .
.
.
 

。
・
…
…
・
：
゜
：
・
:
福
岡
縫
太
郎

文
化
財
と
科
学
的
保
存
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
。
•
•
…
…
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
：
·
:
関
野
克

近
代
建
築
の
保
存
：
．．．．．．．．．．．．．．．． 

o
 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ̀ •………

•o 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

；
：
村
松
貞
次
郎

そ
の
調
査
と
当
面
の
問
題
点
ー
ー

〔
解
説
〕

国
立
の
芸
能
公
開
施
設
に
つ
い
て
：
。
．．． 

a
 

．．． 

。
：
文
化
庁
無
形
文
化
民
俗
文
化
諜

〔
資
料
〕

無
形
文
化
財
等
指
定
一
覧
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
…
…
…
…
…
…
…
•
•
…
…
…
…

••.••...••••..•.• 

、.

〔
現
地
ル
ポ
〕

「
標
津
町
の
広
域
遺
跡
保
存
」
に
つ
い
て
•
•
…

.•••..•.•• 

;
 ．．．．．．．． 
：
柳
沢

十
八
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
小
浜
の
壬
生
狂
言
・
・
・
・
：
．．．．．．． 
：
高
橋

一

随

想楯
準
・
目
安
・
制
限

法
人
紹
介

財

団

法

人

文

化

財

建

造

物

保

存

技

術

協

会

特
別
連
載

変
わ
る
国
公
立
大
学
入
試
①
：
；
…
…
…
…
•
,

．．．．．．． 

連
載
第
五
回

憔

界

の

民

族

黒

ア

フ

リ

カ

|

_

：

・

…

…

…

…

…

゜

：

正

平

87

海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス
：
゜
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

o
 

．．．．．．．． 
,・:'・:・:' 

••• 

,
：
大
臣
官
房
闘
査
統
計
諌
刀

芸
術
振
興
に
関
す
る
連
邦
の
政
策
（
ア
メ
リ
カ
）
／
教
育
と
青
少
年

＿
問
題
（
ア
メ
リ
カ
）
／
学
校
五
日
制
実
旅
の
原
則
（
西
ド
イ
ツ
）

文
部
省
の
ま
ど

「
教
材
甚
準
」
を
改
町
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
゜
•
,
;
•
…
…

e
.
.
.
.
 

…
…
…
初
等
中
等
教
育
局
財
務
課

78

測
地
審
「
地
震
・
火
山
噴
火
予
知
計
画
」
を
建
議
：
．．．．．． 
学
術
国
際
局
学
術
課

80

文
化
庁
創
設
十
周
年
記
念
式
典
行
わ
れ
る
：
・
・
・
°
:
・
…
…
…
…
・
・
:
'
・
文
化
庁
庶
務
諌

82

「
地
域
社
会
と
文
化
に
関
す
る
小
委
員
会
」
を

名

古

屋

で

開

催

中

教

審

1
:
・
…
…
…
…
…
・
:•.. 

…
…
大
臣
宣
房
企
画
室

84

昭
和
五
十
一
年
度
池
方
教
育
費
、
七
兆
円
を
超
え
る
：
・
大
臣
宣
房
闘
査
統
計
課

85

ひ
し
め
く
四
十
歳
代
か
ら
五
十
歳
代
へ
：
・
・
…
…
…
…
・
：
大
臣
宣
房
調
査
統
計
諜

86

霞
が
関
ニ
ュ
ー
ス

や
や
改
善
し
た
大
卒
者
の
就
職
：
·
：
·
…
…
…
•
…
…
…
…
·
:

．．．． 

゜
・
：
大
臣
宣
房
企
画
室

95

文
化
財
写
真
と
解
説

．．．．．．．． 

1

/

表
紙
絵
募
集
要
領

．
．
．
．
．
．
．
．
 

9
 

表

紙

青

木

茂

生

カ

ッ

ト

内

部

敬

生

大
学
屁
大
学
諫

第

林

田
日
名
子
元
雄

72 68 

巽

62

秀
雄

65

大

48
58 52 40 33 27 

l

-

―
一
六
号

昭
和
五
十
三
年
九
月

8
 

4
 



成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
建
闊
案
が
国
会
に
上
租
さ
れ
た
。
こ
の
建

鵬
案
は
、
昭
和
十
二
年
六
月
に
満
場
一
致
で
衆
議
院
を
通
過
し
た
が
、

そ
の
後
の
日
華
事
変
の
勃
発
に
よ
り
実
現
を
み
る
こ
と
は
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

日
華
事
変
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
に
拡
大
し
た
戦
火
は
、
昭
和
二
十

年
に
終
戦
を
迎
え
た
。
戦
後
は
文
化
国
家
と
し
て
の
建
設
が
叫
ば
れ
る

立
劇
場
設
置
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、

「
国
立
劇
場
建
設
趣
意
書
」
が
作

疇
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
-
＿
―
―
―
―
―
―
―
―
―
ー
＿
―
-
国
立
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芸
能
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開
施
設
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化
課
―

冊
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東
京
三
宅
坂
に
あ
る
国
立
劇
場
が
開
場
し
た
の
は
、
昭
和
四
十
一
年

十
一
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
日
本
で
は
じ
め
て
の
国
立
の
芸
能
公

開
施
設
の
誕
生
で
あ
っ
た
。
明
治
以
降
の
日
本
の
近
代
化
の
歩
み
の
中

で
、
国
立
の
美
術
館
や
博
物
館
な
ど
の
芸
術
文
化
施
設
は
、
比
較
的
早

く
か
ら
整
備
さ
れ
て
き
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
反
し
て
、
芸
能

文
化
に
関
す
る
施
設
は
、
そ
の
実
現
に
ほ
ぼ
一
世
紀
に
近
い
歳
月
を
必

要
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

日
本
に
国
立
劇
場
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
動
き
は
、
明
治
の
は
じ
め

か
ら
あ
っ
た
。
明
治
八
年
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
っ
て
き
た
光
妙
寺
三
郎

が
西
園
寺
公
望
ら
と
は
か
っ
て
、
十
二
世
守
田
勘
弥
に
国
立
劇
場
の
必

要
性
を
説
き
、
そ
の
刺
戟
を
受
け
た
守
田
勘
弥
は
、
明
治
十
一
年
に
欧

風
様
式
を
取
り
入
れ
た
新
富
座
を
作
っ
た
。
こ
れ
は
民
間
の
劇
場
で
あ

欧
諸
国
に
み
ら
れ
る
宮
廷
劇
場
も
し
く
は
国
立
劇
場
を
建
設
し
よ
う
と

す
る
動
き
で
も
あ
っ
た
。

明
治
三
十
九
年
に
な
る
と
、
伊
藤
博
文
を
中
心
と
す
る
政
、
財
界
の

人
々
に
よ
る
国
立
劇
場
設
立
発
起
人
会
が
開
か
れ
る
。
明
治
二
十
年
代

か
ら
続
け
ら
れ
て
い
る
国
立
劇
場
待
望
論
に
応
え
て
の
会
合
で
あ
っ

た
。
こ
の
会
は
一
回
だ
け
し
か
開
か
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
待
望
論
が

形
を
変
え
て
、
明
治
四
十
四
年
の
帝
国
劇
場
開
設
に
つ
な
が
っ
て
く

る
。
帝
国
劇
場
は
、
日
本
で
は
じ
め
て
の
純
欧
風
劇
場
で
あ
っ
た
。

大
正
期
に
は
、
新
劇
俳
優
か
ら
オ
ペ
ラ
に
転
向
し
た
笹
本
甲
午
が
国

立
劇
場
の
設
立
を
提
唱
す
る
と
と
も
に
、
貴
族
院
、
衆
議
院
の
両
院
に

請
願
し
て
い
る
。

昭
和
に
入
る
と
、
ま
ず
昭
和
十
一
年
に
、
早
稲
田
演
劇
協
会
内
に
国

っ
た
が
、
そ
の
設
立
の
意
図
に
は
、
あ
き
ら
か
に
国
立
劇
場
に
代
る
べ

き
自
負
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

明
治
十
九
年
、
演
劇
改
良
会
が
設
立
さ
れ
る
。
発
起
人
に
は
、
井
上

馨
、
穂
積
陳
重
、
森
有
礼
な
ど
の
政
、
財
界
の
実
力
者
が
名
を
列
ね
、

日
本
の
演
劇
の
改
良
向
上
を
は
か
る
と
と
も
に
、
上
流
階
級
の
人
々
が

観
劇
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
劇
場
を
建
設
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

た
。
こ
の
改
良
会
の
運
動
は
、
理
想
に
す
ぎ
た
た
め
、
充
分
の
効
果
を

あ
げ
る
こ
と
な
く
終
わ
っ
て
し
ま
う
が
、
こ
の
運
動
を
契
機
と
し
て
、

明
治
二
十
一
年
に
日
本
演
芸
矯
風
会
、
翌
二
十
二
年
に
は
日
本
演
劇
協

会
な
ど
が
生
ま
れ
、
日
本
の
演
劇
に
対
す
る
関
心
が
高
め
ら
れ
、
当
時

設
立
さ
れ
た
東
京
劇
場
会
社
で
は
、
英
人
n

ン
ド
ル
に
依
頼
し
て
劇
場

の
設
計
ま
で
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
運
動
は
、
日
本
の
演
劇
改
良
運
動
で
あ
る
と
同
時
に
、
西

よ
う
に
な
り
、
芸
術
文
化
に
対
す
る
関
心
も
再
び
強
く
な
っ
て
き
た
。

そ
の
よ
う
な
風
潮
の
中
で
、
時
の
社
会
党
内
閣
の
首
相
で
あ
っ
た
片
山

哲
が
、
国
立
劇
場
建
設
の
実
現
を
は
か
る
こ
と
を
提
唱
し
、
昭
和
二
十

二
年
に
は
「
演
劇
文
化
委
員
会
」
が
発
足
し
て
、
国
立
劇
場
建
設
案
が

作
成
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
委
員
会
案
は
、
国
会
に
上
程
さ
れ
る
と

こ
ろ
ま
で
い
っ
た
が
、
片
山
内
閣
の
瓦
解
に
よ
っ
て
ま
た
も
中
途
の
ま

ま
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
芸
術
文
化
の
振
興
の
た
め
に
、
文
部
省
は
芸

術
祭
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
昭
和
二
十
三
年
以
降
、
毎
年
、
国
立
劇

場
設
置
の
予
算
化
を
要
求
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
実
現
す
る
こ
と
な

く
、
わ
ず
か
に
昭
和
二
十
七
年
、
一
橋
講
堂
を
年
間
百
日
間
借
り
上
げ

て
、
そ
の
施
設
を
低
廉
な
料
金
で
新
劇
団
な
ど
に
利
用
さ
せ
る
仕
事
を

と
い
う
、

い
わ
ば
無
形
の
国
立
劇
場
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
た
も
の

で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
明
治
か
ら
の
国
立
劇
場
設
立
運
動
は
、
長
い
歴
史
の

中
で
挫
折
を
繰
り
返
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
よ
う

や
く
に
し
て
国
立
劇
場
建
設
の
端
緒
が
開
か
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
は

昭
和
三
十
年
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

は
じ
め
た
。
こ
れ
は
、
国
の
施
設
を
国
の
負
担
に
お
い
て
利
用
さ
せ
る
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め
の
方
策
と
し
て
実
現
さ
れ
た
国
立
劇
場
は
、
す
で
に
充
分
の
成
果
を

料
こ
情
報
の
収
集
、
保
存
、

提
供
及
び
調
査
研
究
事
業
か
ら
な
り
、
公

第
二
国
立
劇
場
の
事
業
は
、

公
演
事
業
、
．
養
成
事
業
な
ら
び
に
資

会
で
承
認
さ
れ
た
。

無
形
文
化
財
の
保
存
、
活
用
が
盛
り
こ
ま
れ
て
お
り
、
続
い
て
、
昭
和

二
十
九
年
の
法
改
正
に
よ
り
、
重
要
無
形
文
化
財
指
定
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
て
そ
の
施
策
は
強
化
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
と
と
も
に
さ

ら
に
抜
本
的
な
保
護
方
策
が
望
ま
れ
、
昭
和
三
十
年
に
は
、
文
化
財
保

護
委
員
会
が
芸
能
施
設
闘
査
研
究
協
騎
会
を
設
け
て
、
国
立
劇
場
設
立

計
両
を
諮
問
し
た
。
こ
れ
が
日
本
に
お
け
る
国
立
劇
場
実
現
の
出
発
点

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

同
協
麟
会
は
、
翌
三
十
一
年
三
月
に
、
国
立
劇
場
に
関
す
る
基
本
的

構
想
を
答
申
し
、
同
年
四
月
か
ら
は
、
閣
議
決
定
に
よ
る
国
立
劇
場
設

立
準
備
協
闊
会
が
発
足
し
た
。
こ
の
協
議
会
は
、
文
化
財
保
護
法
の
趣

旨
を
体
し
、
三
十
一
年
八
月
に
伝
統
芸
能
の
た
め
の
大
劇
場
、
小
劇
場

な
ら
び
に
伝
承
者
の
養
成
、
調
査
研
究
の
た
め
の
諸
施
設
を
含
む
中
間

答
申
を
行
う
が
、
国
立
劇
楊
敷
地
が
未
定
の
た
め
、
そ
の
実
現
化
を
は

か
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
国
立
劇
場
設
置
案
が
公
表
さ
れ
る
に
し
た
が

ぃ
、
国
立
劇
場
に
対
す
る
世
間
の
関
心
が
高
ま
り
、
そ
れ
と
同
時
に
、

伝
統
芸
能
以
外
の
芸
能
分
野
で
あ
る
現
代
的
芸
能
の
た
め
の
劇
楊
も
と

か
け
三
年
後
の
昭
和
四
十
一
年
九
月
に
工
事
は
完
了
し
、

一
日
、

同
年
十
一
月

は
な
ば
な
し
い
開
場
式
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

明
治
以
降
の
宿
願
で
あ
っ
た
国
立
劇
場
は
、
ほ
ぼ
百
年
に
近
い
歳
月

の
流
れ
を
経
て
実
現
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

は
早
十
二
年
目
の
年
を
迎
え
て
い
る
。

劇
場
は
文
楽
公
演
を
中
心
と
し
、

そ
の
国
立
劇
場
も
い
ま

大
劇
場
は
歌
舞
伎
公
演
を
、
小

さ
ら
に
雅
楽
、
邦
楽
、
邦
舞
、
民
俗

芸
能
な
ど
の
伝
統
芸
能
の
公
演
を
実
施
し
、
多
大
の
成
果
を
挙
げ
て
き

て
い
る
。
養
成
の
面
で
は
、
後
継
者
難
を
伝
え
ら
れ
て
い
た
歌
舞
伎
、

文
楽
の
研
修
生
を
養
成
し
、

国
立
劇
場
開
設
以
来
、

す
で
に
そ
の
卒
業
生
が
舞
台
の
上
で
活
躍

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
闘
査
研
究
の
面
で
も
、
近
代
歌
舞
伎
年
表

の
作
成
と
い
う
よ
う
な
貴
重
な
仕
事
を
曽
々
と
進
め
て
い
る
。

国
立
劇
場
が
日
本
の
伝
統
芸
能
の
保
存
と
振

興
に
果
た
し
た
功
績
は
き
わ
め
て
大
き
い
。
無
形
文
化
財
の
保
護
の
た

挙
げ
、
今
後
も
さ
ら
に
輝
や
か
し
い
道
を
歩
ん
で
ゆ
く
に
違
い
な
い
。

伝
統
芸
能
の
保
存
と
振
興
を
目
的
と
す
る
現
国
立
劇
場
が
建
設
さ
れ

る
時
に
、
同
時
に
建
設
を
要
望
さ
れ
、
具
体
的
な
建
築
構
想
も
示
さ
れ

て
い
た
現
代
芸
能
の
た
め
の
劇
場
は
、
敷
地
の
関
係
で
実
現
を
み
る
こ

こ。f
 

つ と
が
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、

そ
れ
で
火
が
消
え
た
わ
け
で
は
な
か

に
、
伝
統
芸
能
の
た
め
の
第
一
劇
場
、
現
代
芸
能
の
た
め
の
第
二
劇
場
、

能
楽
堂
、
伝
統
芸
能
の
た
め
の
小
劇
場
の
四
つ
の
劇
場
を
含
む
設
立
案

を
答
申
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
芸
能
分
野
の
要
望
を
組
み
こ
ん
だ
案
で
は

あ
っ
た
が
、
実
際
に
決
定
し
て
い
る
敷
地
で
は
、
そ
の
案
を
実
現
す
る

こ
と
は
不
可
詣
で
あ
っ
た
。
敷
地
が
狭
少
で
あ
っ
た
こ
と
と
r

建
築
基

準
法
等
の
制
約
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

最
終
的
に
は
、
伝
統
芸
能
の
た
め
の
一
、
八

0
0人
租
度
の
劇
場

と
、
後
継
者
養
成
の
た
め
の
小
ホ
ー
ル
な
ら
び
に
資
料
調
査
関
係
施
設

を
建
設
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
昭
和
三
十
六
年
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
の
決
定
に
し
た
が
っ
て
、
建
設
に
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
の
闘

査
が
進
め
ら
れ
、
翌
一
二
十
七
年
に
建
築
設
計
案
が
広
く
一
般
か
ら
公
募

さ
れ
た
。
応
募
設
計
案
は
三

0
七
点
の
多
き
に
達
し
、
泡
外
か
ら
の
応

募
も
み
ら
れ
た
。
審
査
の
結
果
、
正
倉
院
の
校
倉
造
り
の
様
式
を
取
り

入
れ
た
岩
本
博
行
他
十
三
名
の
手
に
な
る
設
計
案
が
当
選
し
、
実
施
設

計
を
経
た
後
の
昭
和
三
十
九
年
か
ら
建
設
工
事
が
は
じ
め
ら
れ
た
。
足

硯
代
芸
能
に
関
係
す
る
人
々
の
強
い
要
望
が
あ
っ
て
、

年
か
ら
第
二
国
立
劇
場
（
仮
称
）
の
調
査
費
が
計
上
さ
れ
、

の
公
開
施
設
の
た
め
の
調
査
が
は
じ
め
ら
れ
た
。
続
い
て
翌
四
十
七
年

に
は
、
第
二
国
立
劇
場
設
立
準
備
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、

員
会
に
お
い
て
、
音
楽
、
舞
踊
、
演
劇
に
関
す
る
各
種
の
間
題
が
討
議

さ
れ
た
。
現
代
芸
能
と
い
っ
て
も
そ
の
範
囲
は
広
い
。

ケ
ス
ト
ラ
、
バ
レ
エ
、

現
代
舞
踊
、

昭
和
四
十
六

現
代
芸
能

事
業
専
門
委

オ
ペ
ラ
、

オ
］

現
代
演
劇
な
ど
の
各
分
野
の
要
望

を
土
台
に
し
て
、
第
二
国
立
劇
場
の
基
本
計
両
は
慎
重
に
練
ら
れ
た
。

こ
の
結
果
、
昭
和
五
十
年
に
、
第
二
国
立
劇
場
設
立
準
備
費
が
計
上
さ

れ
、
同
五
十
一
年
に
は
基
本
構
想
案
が
第
二
国
立
劇
場
設
立
準
備
協
議

演
事
業
の
中
心
と
な
る
公
開
施
設
は
、
オ
ペ
ラ
、
パ
レ
エ
、
現
代
舞
踊

な
ど
の
た
め
の
大
劇
場
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
合
唱
な
ど
の
た
め
の
コ
ン

サ
ー
ト
。
ホ
ー
ル
、
現
代
演
劇
、
室
内
オ
ペ
ラ
な
ど
の
た
め
の
中
劇
場
、

さ
ら
に
は
芸
術
家
養
成
機
関
付
設
の
小
ホ
ー
ル
の
四
つ
と
な
っ
て
い

は
、
芸
能
界
の
要
望
を
容
れ
て
さ
ら
に
検
討
を
続
け
、
昭
和
三
十
四
年

敷
地
が
建
設
用
地
と
し
て
決
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
同
協
議
会
で

昭
和
二
十
五
年
に
成
立
し
た
文
化
財
保
護
法
は
、
そ
の
中
に
日
本
の

も
に
建
設
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
強
く
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

努
力
の
甲
斐
が
あ
っ
て
、
昭
和
三
十
三
年
十
一
月
に
、
現
国
立
劇
場
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と
も
に
、
資
料
館
内
に
設
け
ら
れ
る
ホ
ー
ル
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
貴
重
な
伝
承
の
技
芸
が
引
き
継
が
れ
て
ゆ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
こ
の
資
料
館
の
設
立
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
九
年
に
、
演
芸

献
を
は
じ
め
と
す
る
貴
重
な
大
衆
芸
能
資
料
が
収
集
、
保
存
さ
れ
る
と

た
技
芸
を
伝
承
し
て
ゆ
く
た
め
に
設
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
各
種
文

、。
l
>
 

漫
才
、

い
ろ
も
の
等
の
わ
が
国
狐
自
の
伝
統
的
な
大
衆
芸
能
の
す
ぐ
れ
を
発
揮
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
日
が
l

日
も
早
く
来
る
こ
と
を
望
み
た

の
は
、
国
立
演
芸
資
料
銅
（
仮
称
）
で
あ
る
。

落
語
、
譜
談
、
浪
曲
、

こ
の
国
立
文
楽
劇
場
が
具
体
的
に
取
り
あ
げ
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
五

十
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
阪
府
、
大
阪
市
と
大
阪
財
界
の
強
い
要
望

が
あ
り
、
文
化
庁
は
芸
術
文
化
専
門
調
査
会
に
文
楽
部
門
を
設
け
て
審

麟
を
開
始
、
昭
和
五
十
二
年
に
は
、
国
立
文
楽
劇
楊
設
立
準
備
調
査
会

を
設
置
し
て
、
そ
の
早
期
実
現
の
た
め
の
構
想
を
練
っ
た
。
幸
い
大
阪

市
が
市
内
の
適
雌
を
提
供
す
る
こ
と
が
内
定
し
た
た
め
、
こ
の
計
固
は

促
進
さ
れ
、
五
十
四
年
度
以
降
に
基
本
設
計
、
実
施
設
計
を
進
め
、
で

き
る
だ
け
早
い
時
期
に
こ
れ
を
完
成
さ
せ
る
よ
う
作
業
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。い

ま
一
っ
、
国
立
の
芸
能
施
設
と
し
て
完
成
が
目
前
に
迫
っ
て
い
る

六

A

こ゚f
 

つ

ふ“

し
か
し
、
能
楽
閲
係
者
や
一
般
有
職
者
の
挨
い
要
望
が
あ
り
、
昭
和

第
二
国
立
劇
場
と
と
も
に
、
硯
国
立
劇
場
の
計
画
に
あ
り
な
が
ら

も
、
そ
の
建
設
が
延
ば
さ
れ
て
き
た
も
の
に
能
楽
堂
が
あ
る
。
能
楽
は

七
百
年
の
伝
統
を
持
つ
恨
界
最
古
の
舞
台
芸
術
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ

の
完
成
さ
れ
た
様
式
に
よ
っ
て
世
界
に
知
ら
れ
て
い
る
文
化
選
産
で
あ

る
。
舞
台
の
形
式
が
特
殊
で
あ
る
た
め
、
拉
自
の
施
設
を
必
要
と
し

f

こ
れ
が
た
め
に
、
現
国
立
劇
場
の
中
に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

こ。t
 

四

が
泌
要
で
あ
る
の
で
、
こ
、
三
の
有
力
候
補
を
選
ん
で
検
討
し
た
結

果
た
す
よ
う
計
両
さ
れ
て
い
る
。

る
。
こ
の
ほ
か
、
地
方
巡
回
公
演
や
海
外
と
の
交
流
公
演
が
積
極
的
に

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
併
設
さ
れ
る
舞
台
芸
術
セ
ン
タ

ー
は
、
現
代
舞
台
芸
術
全
般
に
わ
た
る
情
報
機
関
と
し
て
の
役
割
り
を

こ
の
第
二
国
立
劇
場
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
敷
地
の
確
保

果
、
通
産
省
東
京
工
業
試
験
所
跡
地
を
適
地
と
し
て
選
定
し
、
こ
れ
の

確
保
に
力
を
注
い
で
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
用
地
が
確
定
さ
れ
次

第
、
設
計
競
技
、
基
本
設
計
の
策
定
及
び
建
築
工
事
が
順
次
進
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

に
関
す
る
専
門
的
な
祠
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
国

立
能
楽
堂
を
設
置
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
、
昭
和

五
十
一
年
に
は
、
国
立
能
楽
堂
設
立
準
備
調
査
会
が
発
足
し
た
。

こ
の
調
査
会
で
理
想
的
な
国
立
能
楽
堂
の
基
本
構
想
が
策
定
さ
れ
る

一
方
、
こ
れ
を
建
設
す
る
敷
地
に
つ
い
て
も
検
討
が
進
め
ら
れ
、
東
京

千
駄
ケ
谷
に
あ
る
東
京
通
産
局
跡
地
が
建
設
用
地
と
し
て
決
定
さ
れ
る

と
と
も
に
、
昭
和
五
十
三
年
に
基
本
設
計
に
入
り
、
五
十
四
年
度
か
ら

は
実
施
設
計
が
進
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
作
業
が
進
捗
し
て
い
る
。

東
京
以
外
の
都
市
で
、
国
立
の
芸
能
公
開
施
設
の
建
設
が
計
画
さ
れ

て
い
る
の
は
大
阪
で
あ
る
。
大
阪
は
文
楽
に
も
っ
と
も
ゆ
か
り
の
あ
る

土
地
で
あ
り
、
そ
の
文
楽
は
上
方
の
人
々
の
力
に
よ
っ
て
育
て
あ
げ
ら

れ
て
き
た

C

か
つ
て
は
隆
盛
を
誇
り
、
第
二
次
枇
界
大
戦
後
も
松
竹
の

手
で
経
営
さ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
八
年
に
訟
竹
か
ら
離
れ
、
国
、

大
阪
府
、
大
阪
市
等
の
補
助
金
を
得
て
、
財
団
法
人
文
楽
協
会
が
運
営

を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
か
ら
、
大
阪
に
菌
立
の
文
楽
劇
場
の

設
立
が
望
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
当
時
は
日
本
で
は
じ
め
て
の
現

国
立
劇
場
を
建
設
中
の
こ
と
で
も
あ
り
、
そ
の
希
望
は
か
な
え
ら
れ
な

資
料
餌
設
立
準
備
調
査
会
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
調
査
会
の
意
見
に
よ
っ

て
設
立
計
画
が
錬
ら
れ
た
。

昭
和
五
十
一
年
、
国
立
劇
場
隣
接
地
が
購
入
さ
れ
、
そ
の
地
に
資
料

誼
が
建
設
中
で
あ
る
。
昭
和
五
十
三
年
度
内
に
建
設
工
事
を
完
了
し
て

開
錮
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
開
餌
後
は
、
国
立
劇
場
の
附
属
施
設
と
し

て
運
営
さ
れ
る
。

生
み
の
苦
し
み
を
味
わ
い
な
が
ら
開
楊
し
た
伝
統
芸
能
の
た
め
の
現

国
立
劇
場
が
十
余
年
の
歩
み
を
刻
ん
で
い
る
い
ま
、
そ
の
あ
と
を
追
う

よ
う
に
、
第
二
国
立
劇
場
、
国
立
能
楽
堂
、
国
立
文
楽
劇
楊
、
国
立
演

芸
資
料
縮
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
建
設
計
画
を
実
現
す
る
た
め
の
努
力
を
続

け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
芸
能
公
開
施
設
が
完
備
す
る
時
、
日
本
の
芸
能

文
化
は
一
層
は
な
や
か
さ
を
増
し
、
日
本
文
化
の
進
展
に
大
い
な
る
カ

七 五

四
十
九
年
か
ら
芸
術
文
化
専
門
調
査
会
に
能
楽
部
門
を
設
け
て
、
能
楽

-,---57 - - 56 -



響量鴫喜II言胃言攣晨饂Ii量纏II員暑詈喜攣喜瓢言冒量疇麗
◇
今
年
の
夏
は
各
地
で
記
録
的
な
暑
さ
が
続

き
、
深
刻
な
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
た
地
方
が

多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
読
者
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
、
こ
の
夏
は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ

う
か
。

◇
今
月
は
文
化
財
の
保
護
、
特
に
私
た
ち
の

生
活
の
中
に
生
き
て
い
る
伝
統
文
化
を
中
心

に
と
り
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

科
学
技
術
の
飛
躍
的
な
進
歩
に
よ
っ
て
、

私
た
ち
の
日
常
生
活
面
で
も
便
利
な
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
反
面
こ
れ
に

伴
っ
て

p

生
活
様
式
も
昔
と
比
べ
る
と
随
分

変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
昔
か
ら
の
憤
畜
、
生

活
用
具
な
ど
で
、
そ
れ
が
い
つ
し
か
涜
え
去

っ
て
い
く
と
い
う
硯
象
も
多
々
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
際
、
我
々
の
祖
先
が
長
い

歴
史
の
中
で
つ
く
り
あ
げ
た
伝
統
的
な
民
俗

文
化
を

r

、
克
う
一
度
見
宜
し
て
み
よ
う
で
は

な
い
か
と
い
う
気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

贄
重
な
文
化
資
産
の
保
護
と
そ
れ
の
活
用
の

た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
職
者
の
方

々
に
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
論
じ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
e

◇
来
月
号
で
は
、
高
等
学
校
の
新
学
習
指
導

要
領
に
つ
い
て
特
筆
し
ま
す
。
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